
上
記
の
よ
う
な
文
化
財
を
観
光
や
ま
ち

づ
く
り
等
で
活
用
し
て
い
く
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
の
を
受
け
て
、地
域
文
化
創

生
本
部
で
は「
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」「
文
化
財
の
多
言
語
化
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
、自
治
体
に
配
布
、

文
化
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
て

い
ま
す
。文
化
財
を
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し

て
使
用
す
る
際
の
注
意
点
や
文
化
財
の

鑑
賞
マ
ナ
ー
を
外
国
人
観
光
客
に
も
分

か
り
や
す
く
紹
介
す
る
表
現
方
法
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、文
化
財
を
活

用
し
た
観
光
に
活

用
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
財
を
上
手
に
活
用

す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
凝
縮

https://www.bunka.go.jp/

文化庁HPからも
ダウンロードできます

文化庁
地域文化創生本部
TEL：075-330-6720（代表）

文化庁地域文化
創生本部だより
2019年4月、文化財保護法の一部改正が行われ、市区町村が文化財を保存・活用するた
めの「文化財保存活用地域計画」を作成できるようになりました。これは文化財の活用を通
して地域での経済的な循環を生み出し、自助努力で後世に文化財を残していくことも一つ
の狙いとしています。文化財の活用は、文化庁の京都移転にともなう機能強化のひとつ。そ
こで、今回は文化財等を活用した観光振興について、村上調査官からお話を伺いました。

京都で輝く＂新・文化庁＂
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文
化
財
を
中
核
と
す
る

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備

文
化
財
の
活
用
方
法
の
一
つ
で
あ
る
観

光
。こ
れ
ま
で
観
光
資
源
と
し
て
認
識
さ

れ
て
き
た
指
定
文
化
財
は
も
ち
ろ
ん
、指

定
に
な
っ
て
い
な
い
文
化
財
や
ス
ト
ー

リ
ー
に
注
目
す
る
こ
と
で
、新
し
い
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
り
ま
す
。例
え
ば
、国
指

定
の
文
化
財
を
53
所
有
し
、昔
か
ら
観
光

都
市
で
あ
る
山
口
県
萩
市
で
は
、

1
9
7
0
年
代
の「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ

パ
ン
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ピ
ー
ク
に
観
光
客

が
半
減
し
ま
し
た
が
、地
域
資
源
を
見
直

し
、様
々
な
地
域
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
掘
り

起
こ
し
た
こ
と
で
、現
在
は
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。萩
市
の
魅
力
の
ひ

と
つ
で
あ
る
武
家
屋
敷
の
白
壁
と
夏
み

か
ん
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
誕
生
ス
ト
ー

リ
ー
は
新
し
い
観
光
資
源
の
一つ
に
な
り

ま
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
で
文
化
財
活
用

文
化
財
単
体
の
活
用
に
は
、
史
跡
や
歴

史
的
建
造
物
な
ど
を
イ
ベ
ン
ト
会
場
と

し
て
使
用
す
る
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
の
試

み
が
あ
り
ま
す
。
京
都
で
は
、
世
界
文

化
遺
産
の
二
条
城
を
活
用
し
た
大
規
模

な
イ
ベ
ン
ト
は
有
名
で
す
が
、
近
年
で
は

お
寺
や
神
社
、
古
民
家
で
の
芸
術
鑑
賞

や
ヨ
ガ
体
験
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

比
較
的
小
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

佐
賀
県
唐
津
市
に
あ
る
特
別
史
跡
名
護

屋
城
跡
並
陣
跡
で
は
、
佐
賀
県
の
食
材

や
有
田
焼
を
使
用
し
た
野
外
レ
ス
ト
ラ

ン
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
の
文
化
資

源
や
歴
史
に
ま
つ
わ
る
物
語
も
あ
わ
せ

て
提
供
し
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

文化庁 地域文化創生本部事務局 広域文化観光・まち
づくりグループ 文化財調査官。専門分野は、文化財を
活かした観光まちづくり。2008年より中東・ヨルダンで
青年海外協力隊として国際協力に関わり始め、2011
年よりヨルダン・ハシェミット王国、ジンバブエ共和国、
フィジー共和国の３カ国で文化財を活用した観光開発
の国際協力にJICAの専門家として従事。前職は、北海
道大学観光学高等研究センター 特任助教。

村
上 

佳
代

む
ら
か
み

か
よ

特別史跡名護屋城跡並陣跡にて開催された、佐賀県の食材を活用した食と器（有田焼）を味わうイベント
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